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研究成果の概要（和文）：　カリキュラムを実際に構成するワークショップを「単元習作」と呼んで企画，実施
するとともに，その意義や方法に関するメモを蓄積して論文や理論を構築した。その参考とすべく，戦後初期の
コア・カリキュラム他を研究し，並行して学会大会，研究会・講演会・シンポやワークショップ，教員サークル
等にも参加し，実際に各教師がカリキュラム計画の構築力を養成できるワークショップの多様な形態へと集大成
していき，そうすることで経験，情報，知見を蓄積することができた。以上が総合学習，カリキュラム，学力，
学習指導要領検討，実践記録分析等の考察に活用できるとわかり，雑誌論文や共著，大学テキスト，学会発表原
稿などを仕上げた。

研究成果の概要（英文）：　I organized workshops where curriculum are consisted which can be called "
Tangen Shusaku(unit etude)". Memoranda on its significance and ways have been accumulated, and 
papers and theories have been built. Core Curriculum in early postwar period and others have studied
 for its references. And I have participated in academic meetings, research councils, lectures, 
symposiums, workshops and teacher clubs, etc. concurrently. And these have been compiled to 
workshops of the various forms so that the respective teachers can train the building abilities of 
the curriculum plan. Experiences, information and knowledge have been accumulated by doing that. It'
s said that the above can utilize for consideration about the integrated studies, curriculum, 
academic achievement, examining course of studies, analysis of practice records, etc. And I have 
completed journal articles, a book, a university text and academic meeting announcement manuscripts.

研究分野： 教育学
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様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９，ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
すでに，修士論文から二件の科研費若手研

究(B)に至るまで，戦後初期のコア・カリキュ
ラムを歴史的・理論的に研究してきた。今研
究では，さらにこれを理論構築に至るまで発
展させるとともに，現在の教師のうちに「カ
リキュラム構成力」を養成する研修方法やそ
の一つとしてのワークショップに関する研
究，その企画・実践へと踏み出していく。 
前研究，とくに元教師インタビューの過程

で，戦後初期からワークショップ型の研究集
会や自主的な教員サークルが始まり，重要な
役割を担ったと知った。（戦後初期の IFEL＝
教育指導者講習，そしてコア・カリキュラム
連盟(コア連，1948-53)，その後身の日本生活
教育連盟(日生連，1953-)，全国青年教師連絡
協議会(全青教，1953-62)他） 
とくに注目できるのは，カリキュラムの図

表を共同で描き合った全国的な研究集会（そ
れ自体がワークショップを訳した語であっ
た）の分科会や地域サークル，校内研修，と
くに実際にある単元を共同で試しに作り上
げてみる「単元習作」である。苅宿俊文・佐
伯胖編『ワークショップと学び』第 1 巻（東
大出版会，2012）が IFEL や大照完『教師の
ワークショップ』（教育問題調査所，1950）
等を紹介するが，本研究では歴史をさらに全
面的に研究し現在に活用したい。村川雅弘編
著『授業にいかす教師がいきるワークショッ
プ型研修のすすめ』（ぎょうせい，2005）も
戦後初期について言及するが，本研究は「単
元習作」他に焦点を定める学術研究となる。 
 
２．研究の目的 
カリキュラムを実際に構成するワークシ

ョップ（例えば，数時間の連続した授業を参
加者で計画してみる「単元習作」など）につ
いて，その意義や方法に関する理論を構築す
る。 
その参考となるように，戦後初期のコア・

カリキュラム他を研究し，並行してワークシ
ョップや教員サークル等に参加する。そして
実際にワークショップを企画・実践する。 
本研究では，カリキュラムをまず「子ども

の学びと生活の履歴」と捉え，その意味での
カリキュラムを支援するための，行政，学校，
教師の側のカリキュラムを，次の４つの相に
分けて把握し，作業仮説として活用する。 
 
カリキュラム基準，カリキュラム計画， 
（＝ともに教育課程と言い換えられる。） 
カリキュラム実践（＝授業などの実践）， 
(教師の)カリキュラム経験（＝教職歴，力量
形成） 
 
このうちとくに，各校，各学級のカリキュ

ラム計画（一時間の授業だけでなく，単元な
ど数週間，学期，年間にわたる長期プラン）
に焦点を合わせ，それを作成する力量（「カ
リキュラム構成力」。カリキュラム経験の一

要素）を養う場面を，ワークショップなどと
して企画し，実践するわけである。 
 
３．研究の方法 
１）戦後初期のコア・カリキュラムと三層

四領域に関するカリキュラムの冊子類（カリ
キュラム冊子，研究紀要，指導案集ほか）の
閲覧・収集，および元教師と教え子へのイン
タビューと，それらを活用した研究を行う。 
２）教員研修の全国的な研究集会，地域サ

ークル他，また NPO などのワークショップ・
講座にも参加し，その知見を蓄積・分析・活
用して，「単元習作」などワークショップを
企画・実践する。 
３）以上のための資源として，ワークショ

ップ論，教育学・社会科学などの文献を広く
収集し，読解・活用する。以上の冊子類，イ
ンタビュー記録，文献を，自分の検索・整理
と他の研究者の利用にも資するよう配架す
る。 
 

４．研究成果 

１）先の 2度の科研費を活用して進めてき
たコア・カリキュラム研究を再構成したり，
新たに進展させたりすることができ，学術論
文を数本執筆した。 
その研究で得た知見が総合学習，カリキュ

ラム，学力，学習指導要領などの分析に活用
できるとわかり，雑誌論文や共著，大学テキ
スト，学会発表原稿などを仕上げた。他にも
学力テストやテスト全般を，生活科・総合学
習や教師の自主的な授業案・単元案づくりを
阻害するものとして検討・批判する論文，そ
の対案ともなりうる中学校での出前ワーク
ショップの報告文，かつ実践記録を書くこと
自体や共同で検討・討議することの意義につ
いてや研究集会の分科会での実践記録検討
を通じて得られた諸視点についての雑誌論
文なども書き上げた。 
長年の懸案であった三度目のコア・カリキ

ュラムの史資料調査の依頼を，学校や教育研
究所・センターに対して試みたものの，新た
な資料の発見には至らなかった。 
 
２）学会大会，教員団体の合宿，教育とそれ
以外も含む研究会・講演会・シンポジウム，
ワークショップ，イベント企画の講座などに，
科研費を使用しないものも含めると毎年 100
件以上，4年間で総計500件以上に参加した。
それらでは，有益な史資料・情報や人脈，視
点・発想，知見などが得られた。これらに参
加する過程で見えてきたことは，社会的な問
題に関するワークショップやイベントにつ
いては，大学教員以外の市民層こそ豊かな知
見を蓄積してきており，それらを学びとれる
企画への参加と自らによる企画自体が，市民
との協同活動に，かつ学問の質を転換する研
究実践になり得る，ということである。 
そうした経験も生かして，単元づくりのワ

ークショップを企画し，10回以上にわたって



実践してきた。その発想・意義，および経緯
ほかを二件の文章にまとめ，現場教員の読む
雑誌に発表できた。そうした過程で，カリキ
ュラム構成ワークショップと呼んでいたも
のを，「単元習作ワークショップ」と呼び直
した方が内実をよく表すし，教員にはわかり
やすいとわかってきた。この「創る」に至る
作業のセットが教育関係の講演会の常道に
なるべきという理想像が描けてきた。教員の
夏季研究集会の中で試みた際には，分科会で
の実践記録の報告と討議に続けて，参加者が
共同しすぐに単元案を作ってみるという方
式を編み出した。ある会他では講師を務めつ
つ，未来の教育シナリオを参考にアクション
プランを立てるワークショップといった新
しい方式も試みた。 
こうしたワークショップに参加した経験

をもとに，自分の学級で後日に実践に移した
教員も現われた。さらに，大和市立のある小
学校では，研修および来期の計画づくりとし
て，単元習作を企画・実施でき，現場を会場
としたワークショップへのさらなる展開を
展望することができた。 
以上を通じて，ワークショップの企画と運

営をしての現実問題，それらを考察する際の
理論課題などを箇条書きメモとして蓄積で
きたし，私自身，企画と運営の力量も形成す
ることができた。学校教育と，市民の生涯学
習，社会教育，地域活動などとの連続性をも
見通して，共通しうる一般問題を挙げること
もできた。歴史上の前例を発掘し理論的に考
察する論文の吟味も通じて，まとめを試みた。 
実践的にはさらに，大学の講義，例えば初

等生活科教育法，初等社会科教育法などの科
目の中で，学生にも単元習作を経験させるこ
とを試みた。現場に即した問題提起とワーク
ショップ的な方法論の提示をすることで，か
なり高い水準の単元を習作する学生も現わ
れることがわかった。 
 ワークショップの発想や手法の一つとし
て，システム思考というものを発見すること
ができた。ドネラ・H・メドウズらのシステ
ム論に関する理論的な整理を含んだ論文を
執筆し，社会思想史演習Ｂという科目にシス
テム思考のワークショップを導入した。社会
人にはその理論の説明に数時間は要すると
いわれるものを，エッセンスとなる実習と要
約的な資料をうまく活用することで，学生た
ちには短時間で理解させられた。上記の諸企
画で得た資料やその知見を系統的に整理し
ておき，適切なタイミングで話したり読ませ
たりすることで，高水準のシステム図と改革
案が構築できるとわかったのである。 
 
３）参考文献の整備を進めた。教育学関連と
隣接する諸分野の文献購入と，臨機応変に活
用していくための従来所蔵分も含めた分類
整理・配架を，リソースセンター（横浜国立
大学教育人間科学部・生活科教育講座内）ほ
かにおいて行なった。この過程自体が意義深

いものと気づいた。すなわち文献整理とは，
研究者に限らぬ市民を含めた先人たちの豊
かな知見を整理・分析し，継承・発展させる
活動であり，また，コア・カリキュラムのよ
うに，コア的な活動を展開するために必要と
なりそうな情報，資料などを，あらかじめ整
理しておくという研究兼実践といえる活動
の一環なのだ，という理論的な気づきをもっ
た。 
ワークショップの資料と題材を積極的に

探索するなかで，文献以上に生きた情報と資
料を得るため，キューバの諸学校・教育大学，
および南フランスのフレネ学校においてフ
ィールドワークやインタビューなどを行な
った。報告会を兼ねたワークショップを開く
とともに，次なる企画・実践運営・考察・研
究に向けた足掛かりが得られた。 
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